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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

令和元年度分担研究報告書 

 

エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・ 

介入方法の確立と普及啓発体制の構築に資する研究 

研究分担者 帖佐 悦男 宮崎大学医学部感覚運動医学講座整形外科学分野 教授 

Ａ．研究目的 

 本研究では、運動機能が低下した高齢者を

対象として、自治体の普及体制に適合したロ

コモ対策モデルを提示するために、介入方法

の検討を行いそのエビデンスを得ることを目

的としている。 

 

Ｂ．研究方法 

 宮崎県内の 60 歳以上の男女で、基本チェッ

クリストの運動器関係の 5 項目において 3 点

以上に該当した市民を対象に、3か月間の介入

研究を実施。 

3 点以上に該当し、研究参加に同意を得た後、

3群（食品+運動介入群：ＢＭ群、運動介入群：

ＥＸ群、対照群：Ｃ群）に割り付けを行い、調

査開始時（0か月）と 3ヵ月後に運動器検診を

実施。調査項目は、問診票：生年月日、年齢、

性別、健康状態チェック、基本チェック、ロコ

モチェック、体力測定およびロコモ関連指標

の調査：身長、体重、ＢＭＩ、腹囲、血圧・脈

拍、筋肉量、体脂肪率、ロコモ度テスト（立ち

上がりテスト、2ステップテスト、ロコモ 25）、

開眼片脚立ち、椅子立ち上がり、握力、健康関

連ＱＯＬ尺度： ＳＦ-8、食事摂取頻度調査：

食物摂取頻度調査（ＦＦＱｇ）、血液検査項目： 

ＴＧ、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコレステ

ロール、ＡＳＴ、ＡＬＴ、γ-ＧＴ、空腹時血

糖、ＨｂＡ１ｃ）、25ＯＨビタミンＤ、高感度

ＣＲＰ、アルブミン、総コレステロール、尿酸、

クレアチニン、抹消血液一般検査項目。また 3

か月間の研究期間では生活日誌の記録と活動

量（オムロン 活動量計 ＨＪＡ-750Ｃ）の携

帯、ＢＭ群は毎日試験食品である乳酸菌含有

高タンパク質食品を摂取と研究者が指導した

ロコモーショントレーニング（以下、ロコト

レ）実施、ＥＸ群はロコトレを実施し、1か月

研究要旨 

健康寿命の延伸が喫緊の課題である我が国では、厚生労働省の調査で要介護・要支援の要因

の 24.6％が運動器障害（骨折・転倒、関節疾患など）である。そこで、運動器障害によって

移動機能が低下した状態（ロコモティブシンドローム、以下ロコモ）を予防し、国民の健康

寿命延伸に取り組む活動が各地で実施されているものの、認知度等において地域差があるな

ど全国におけるロコモ対策が十分とはいえない。そこで、ロコモ予防を広く普及できる体制

を構築するため、効果的な介入事業の検証を目的に本研究を実施した。 

宮崎県内において 60 歳以上で基本チェックリストの運動器関係（5 項目）が 3 点以上であ

ると回答した市民を対象に、3か月間の介入研究を実施。参加者が 3つのグループに割り当

て、0か月よび 3ヵ月後に測定した運動器検診（ロコモ度テストを含む）結果を比較しその

効果を検証した。全てのプロトコルを実施したのは 215 人で、解析に有効な対象者数は 209

名（男性 36 人、女性 173 人、平均年齢 78.4 歳、標準偏差 7.24 歳）である。尚、3 か月間

の実施状況確認には、参加者が住む地域やグループを取りまとめる人材に協力を得た。 
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毎に活動量計のデータ回収を行った。ロコト

レは、片脚立ち、スクワットを基本とし、可能

であればヒールレイズやフロントランジの実

施を指導し、転倒に十分注意しながら参加者

自身の体調・体力に合わせて毎日続けるよう

指導した。尚、参加者が住む地域やグループを

取りまとめる人材から 1 回／週、参加状況を

確認するロコモコールに協力を得た。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、宮崎大学医の倫理委員会の承認を

得て実施しており、各種法律・政令・各省通

達・臨床研究に関する倫理指針および倫理規

定を順守して行っている。同意取得の際には

医の倫理委員会で承認を得られた同意説明文

書を研究対象者に渡し、文書及び口頭による

十分な説明を行い、研究対象者の自由意思に

よる同意を文書で取得した。この研究の参加

は、研究対象者の自由意思によるものであり、

研究対象者が研究への参加を拒否・撤回した

場合は、それまでの試料・情報を原則破棄する

ものとする。ただし、研究対象者の同意を得る

ことができれば、それまでの試料・情報はその

まま使用することとする。収集・採取したサン

プルや対象者ＩＤ対応表、解析結果は鍵付き

保管庫で厳重に管理し、秘密を厳守する。結果

を学術論文や学会等で報告する場合も参加者

の人権及びプライバシーの保護を優先する。 

 

Ｃ．研究結果 

 研究参加に同意を得たのは 245 人。3 か月

のプロトコルを実施したのは 215 人。内、生

活日誌や活動量計等のデータがほとんどない

参加者等を除外して、有効解析対象者は計 209

人（ＢＭ群：67 人、ＥＸ群：69人、Ｃ群：73

人）で男性 36 人、女性 176 人、平均年齢 78.4

歳、標準偏差 7.24 歳となった。 

  

 

Ｄ．考察 

 今後、収集したデータをセットし、3か月間

での 3群の変化値を分析し、効果検証を行う。

また、アンケートによる 1 年後調査を予定し

ており、研究参加前と 1 年後の体調、からだ

の痛み、病院に行く回数、外出する回数及び範

囲、タンパク質が多い食品の摂取量を確認す

ることとする。 

 

Ｅ．結論 

 宮崎県内において 245 人の同意を得て実施

している本研究では、3か月間の全プロトコル

を実施した参加者は 215 人、うち有効解析数

は 209 人であった。ＢＭ群・ＥＸ群・Ｃ群の 3

群に割り付けを行い、今後０Ｍと 3Ｍの運動器

検診結果の変化値や、3か月分の活動量計・日

誌の記録をとりまとめ、解析に進む。 
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